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北海道新幹線並行在来線対策協議会後志ブロック会議ご説明資料 

 

函館線 長万部・小樽間の状況について 

 

令 和 元 年 7 月 2 2 日 

北海道旅客鉄道株式会社 

 

 平成 29 年度の函館線 長万部・小樽間の状況は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

No. データ名 データの説明 ページ

1  輸送密度の推移
 ご利用されるお客様の１日１kmあたり平均人数の

 推移
2

2  定期列車本数の推移  １日あたりの旅客定期列車本数の推移 3

3  駅別乗車人員
 ご乗車されたお客様の駅ごとの人数（特定日調査に

 基づく）※直近５年間の平均人数
4

4  列車別乗車人員
 ご乗車されたお客様の列車ごとの人数（特定日調査

 に基づく）
5～8

5  駅間別乗車人員
 ご乗車されたお客様の駅間ごとの人数（特定日調査

 に基づく）
9

6  駅間通過人員
 １日あたりのお客様の駅間ごとの人数（きっぷの発

 売状況に基づく）
10

7  定期券月平均発売枚数
 １か月あたりの各駅相互間の通勤・通学定期券発

 売枚数
11

8  線区別収支状況
 一定の考え方に基づき線区ごとに収入と費用を計

 上・配分したもの
12

9
 土木構造物大規模修繕

 費用

 土木構造物の今後（20年間）の大規模修繕・更新費

 用（概算）
13～20

10  車両の更新費用  車両の今後（20年間）の更新費用（概算） 21
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大規模修繕・更新の一例

【ホーム・乗換跨線橋の変状対策】
函館線 長万部・小樽間:該当なし

・ 軟弱地盤上に造られたホームや乗換跨
線橋には、経年の進行に伴い徐々に沈下
や傾斜が進むものがある

・ 修繕により、変状をくい止めることが
難しいものは、抜本的な対策として、新
しい構造物への取替を実施

○ ホーム・乗換跨線橋

軟弱地盤上の乗換跨線橋
（例：宗谷線 幌延駅）
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